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ぱ ばくすいで

嘩沙鴬鶏構寓琴うで認曝いう
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しらかわあそさんがいりんざん おおづきくようくまもとしあり

白111は、阿蘇山や外輪山からの水が集まり、大津。菊陽。熊本市を通り有
かざんばい

流れている河川です。、この川|ま、阿蘇の火山灰（ヨナ）を含んでいるため、
ズブわどこ らんりゅう

あけかい

明海に

激しい
′昔の井

ついて

、みてみ

に

雫ｊ冒

匝、
;髄

雨の時には河床の火山灰を押し流しながら乱流するので、常に洪水といった自然のう
きようい

脅威にさらされていました。
せんらん

さて、長く続いた戦国時代の相次ぐ戦舌Lのため、人々の生活は疲れ果てていました。
てんしよう ひごのくlこ かとうきdくまさ

こうした中で天正1６（1588）年肥後国の大名として熊本にやってきた加藤清正は、
うるお

人々の生活を安定させるため、白jllの水を利用して生活を潤し、水田開発を行うこ
いで

とを考えました。井手を作り、水がくれば田ができ、収穫が増えるからです。
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さがんきゅうはくすいむらばばくすせききゆうばはくすせき

馬場楠井手は、白川左岸の|日白水村馬場楠（現在の菊陽町）に白川の水を取り入れるための堰（|日馬場楠堰）
だいせきはな

を設け、井手を掘り、水を弓|いた用水路です。また、井手にはヨナが堆積しないための施設『皇ぐり』を設置し
けいちようかとうきよまさちくぞう

ました。この井手は、慶長1３（1608）年、カロ藤清正によって築造されたとも伝えられています。井手ができて
かいでん

から、白lllの左岸では、水田が開田されました。
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【絵図番号2-'１白川の絵図熊本県立図書館蔵】
ここから白川の水を取り込んでいます。
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｜まつくつちようさきくようまちきよういくいいんかい

発掘調査は菊陽町教育委員会協力の
くまもと

もと平成１７年３月１５～２９日まで熊本
けんきょういくいいんかい

県教育委員会が行いました｡調査|ま石

材の入り込みの範囲の確認と、その石
けんしゆつじようきようしやしんさつえいじっそく

材の検出状況の言目録を写真撮影と実測
ずさくせい

図作成で行いました。

白川の水面よりも低い部分の調査で
わ

せし、力簿

【位置図》

です。

め､埋め戻して保存することにしたの

ちようさ

■

に掘り進めることができなくなったた

昌
一
》

【工事図面】

ちようさ

所で､ポンプで汲み上げても水が引か

調査の

（上空から見た旧馬場楠堰】

すから水が湧き出ます｡調査は困難を

遮翻癖爾…蕊濡聴蕊爾

石材が組み込まれていて、これより先

きわ

がんばん

なくなり、また岩盤をくり抜いた中|こ

極めました｡地表より６ｍ掘り進めた



唐画i」

」 ヤりあなあと

石材４点も実測し図化しました。石を山から切り出した時の矢穴の痕これがその時記録した実測図です。
こん

や、石を四角く加工しているノミの痕
がんばん

発掘H寺の状況は、岩盤をくり抜いた
がんばん

ていました。岩盤をくり抜いてるとい

水が最後まで届くよう造られたのかも

せき

跡がわかります。重さは④の石でおよそ１１０kg程ありました。
おうとつＡ しっくい 世つちやくざい

中に石材の凹凸を組み合わせ、漆喰(今で言う接着剤）で固め埋まつ
ようすい｢ろ

うことは、用水路の水が途中で土中に染み込まないよう、また井手の

しれません。

それから、石材の大きさがバラバラでした。石の厚さが薄いと洪水のたび水の圧力に耐

えられず割れる可能性があります。きっと修理のたびに石を厚いものへと作り変えていつ

聖

たのでしょう。しかし、厚いものも薄いものもバラバラで組み合わさって埋まっていたので、
す いもんかすいえぐ

水門を現在の位置に付け替えた際、この'日水路を埋め、河水から|日水路の土が挟り取られ

ないよう、石材をかませて強くしたものだと考えられます。
９ロヴ

また、墨で書かれている文字も発見されました。判明した文

字が少ないためその意味はわかりませんが、井手を造る時に関

この部分には工事中に

発見された石材8本があ
りました。⑪、
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わった人達のことを記しているのかもしれません。
おぼえちようかし５がきえいせいぶんこ

この井手に関する記録として|ま、『覚帳頭書』（永吉文庫）という
かみましきばばくすいでせきしよしきいしごふしんのぎについておこおりま

古文書の中に「上益城馬場楠井手債所敷石御普請之儀ニイ寸而御郡間
たっしのとおりぞんじよりこれなぎだん厄つしのことめいわ

達之通存寄無之段達之事」（明和６（1769)年）という馬場楠井手の
せきしゅうりこうじはん

堰1多理工事を行うことに対する藩からの許可が出された記録が出て
かのこぎりょうへいかとうきよまさちすいじぎようちょさくしようこく

きます。また、鹿子木量平の加藤清正治水事業に関する著作『I券国
ちすいいてん|まう

治水遣』（天保３（1832)年)の中では、井手沿いの村々で水田が開

頁
，
』

かれたことを紹介しています。そして、江戸時代の後期に描かれた

【土層の状況】白川の絵図にはこの井手の堰と水門が画かれています。

【石組の状況２】
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【石組の状況１】

【工事中に発見された石材】
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ばばくすいではな

《馬場楠井手の鼻ぐり、

ここでは､水がうずを巻くので､ヨナが

流されていきます。

ぷんすいろ。

Ｇ分水路、
こうずいじ ,はな

洪水日寺､井手が土砂で埋まらないよう雲

ぐりの前で､多い水を分けて白川に流し

ていました。
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リン酸

しっくいぷんせき せっちゃ〈ざいしっくい

石材の接着剤である漆喰を

火山ガラス比

０２０％

科学分析に出しました。

その結果は次の通りです。

きゆうばばくすいでといぐちあとしゆつどしっくいがんしぜんかがくぶんせき

熊本県､|日馬場楠井手取り入れ口跡出土漆喰(岩ぜき)の自然科学分析
こかんきようけん舌ゆうじょ

株式会社古環境研究所

すいろきょうつうすいかんすいり

旧馬場楠井手取り入れ口跡などから採取された5試料について、
けいこうせんぷんせきかざんばいぷんせきじゆうこうぶつそせいひぶんせき

蛍光Ｘ線分析および火山灰分析(重鉱物組成･火山ガラス比分析）

を行った。

熊本県内の江戸時代に造られた水路橋や通水管などの水利
しせつ

施設では､目地や接着部材として｢岩ぜき｣とよばれる漆喰が使

われている｡ここでは､この漆喰の成分や給源を推定する目的で、

いむつ

硫黄

Ⅱ､蛍光Ｘ線分析
こんごうわりあい

と比較して山土の混合害l合が高いと考えられる。
どうしりょう

また､同試料はマグネシウムの含量が比較的高いのが特徴日勺
けんとうれいしようさい

である｡検討例が少ないため詳細Iま不明であるが､マグネシウム
ほすしわょく

を多く含む部材は強度や保水力|こ優れているとされており､同試

料にはこのようなマグネシウムを多く含む部材が使用されてい

る可能性が考えられる。

試料4(旧馬場楠井手取り入れ口跡､出土試料）
けいさんがんりょう

珪酸(SiO2)の含量が40.1％､カルシウム(CaO)１７．２％､鉄

(Fe203)が１５６％､アルミニウム(ＡＩ203)が１３４％､マグネシ

ウム(ＭｇＯ)が８７％であり､珪酸が主成分で､カルシウム､鉄分、

アルミニウムの含量も比較的高くなっている｡これは､前述と同

様に同試料が漆喰土である可能性を示しており､試料1～試料３

表１分析試料リスト
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１

鉄

マンガン

じてつこつかくせんｕきしや妙つ置豆世たんしやきせき

磁鉄鉱＞角閃石,斜方輝石,単斜輝石

磁鉄鉱＞斜方輝石,単斜輝石

磁鉄鉱＞斜方輝石,単斜輝石

Ⅱ

くに中央火口丘群形成期)のテフラを含む火山灰土が用いられ

カルシウム
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団謹§石
石弓その他

図２火山ガラス比一三鉱物組成ダイアグラム

.まとめ
しよけんふごう

試料4(|日馬場楠井手取り入れ口跡､出土試料)は､珪酸が主成ている可能性があるとするテフラ分析の所見と符合している。
がんりょうひかくてきやまつちこんごう

分であり､カルシウムの含量も比較的高いことから､山士の混合また､同試料{こは強度や保水力に優れているとされるマグネシウ
わりあい

害l合が高い漆喰±の可能性が考えられる。これは､阿蘇火山(とムを多く含む部材が使用されている可能性が考えられる。

じゅうこうぶつそせい

図１漆喰（岩ぜき）の蛍光Ｘ線分析結果（主な元素：ｗｔ％）

試料４(旧馬場楠井手取り入れ口跡､出土試料）ラン石(２．４％)である。
けいこうぷつ ひりつ

火山ガラスは認められない｡軽鉱物と重鉱物の比率は４１:５９試料4では､単斜輝石が多くカンラン石も認められることから、
たん あそかざんちゅうおうかこうきゅうぐんけいせいき

で重鉱物の比率が高い｡含まれる重鉱物は､比率が高い|||胃に､単この試料の材料|こ阿蘇火山(とくに中央火口丘群形成期)のテフ
しやきせきじてつこうしやほうきせきかざんはいど

斜輝石(３８８％)､磁鉄鉱(340％)､斜方輝石(２１６％)､カンラを含む火山灰土が用いられている可能性が考えられる。

Ⅲ､重鉱物組成･火山ガラス比分析

試料

試料１

試料２

試料３

試料４

試料５

地点・遺構

麗泉資料館

づとしご晶弓いく上ＩＬＲ侯plyい鞭えとい

宇土市教育委員会前のW園

宇土市教育委員会前の樋

旧馬場楠井手取り入れ。跡

旧馬場楠井手取り入紙口跡

備考

細川期

細川６代目

時期不明、修理跡

鳥十試料

現代の岩ぜき



って地下水が減少して

きているのです。
報告書抄録
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馬場楠井手は､今でも私たちのく

ちは大切に守り活用していきましょう。

熊本地域の地下水の流れ
熊本県では飲み水の

約８割を地下水に頼っ

ています｡その地下水を
しらかわちゅうりゆういき

育む白川中流域の水田は、

水が染み込みやすく、多

くの地下水を生み出し

ています｡これらの水田

は４００年ぐらい前から

少しずつ開発を続けて

きて発展してきました。

しかし､現在では白川中
さく

流域の都市化や米の作
つけめんせき ちかすいく

付面積減少､地下水汲み
ありょう

上げ量の増ｶﾛなどによ
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らしに潤いを与えています｡昔の人々

が苦労して作り上げたものを､私た
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うるあ

らしに潤いを与えています｡昔の人々

が苦労して作り上げたものを､私た

ちは大切に守り活用していきましょう。
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 230集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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